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農 福 連 携 で 地 域 の 課 題 を 私 た ち が 解 決 ！ 

活動の経緯 
 

 障害者と農業の親和性が高いと確信していた初代理事長が、社会福祉法人を
設立した時から障害者が自立できる経済活動の手段として農業を推進。また、
地域において、高齢化などによる離農の増加で農業が衰退傾向にあったため、
障害のある方たちが地域農業の一翼を担えることを目的にして活動を拡充。 

ライスセンターでの作業 

活動の概要 
 

地域農家との農福連携（農作業委託や米の乾燥調製委託など）による地域農
業の活性化や耕作放棄地の解消に取り組む。 

活動の成果、主な実績等 
 
〇独自にライスセンターを運営し、地域の農家から、お米の乾燥調製から袋
詰めを受託。農家ごとに調製するため、自分のお米が食べられると好評で、
受託数も増加。また、水稲の苗の販売や収穫作業の手伝いなど、地域農業に
貢献。 
〇地域の小学校や保育所と連携し、田植えや稲刈りなどの体験活動を実施。 
〇ＳＤＧｓの取り組みとして、麦ストローの商品化を全国団体に参画。ま
た、（自らの農園）一部の圃場では、お米や玉ねぎなどを、環境に配慮した自
然栽培で生産。 

地元小学校5年生との田植え体験 


